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B 55 市販衣料 の最近 の動 向と 家 庭洗 濯IC 釦け る螢光 剤 の影 響

花王 生活科学 研　 ｏ 加藤真 弓　 佐 藤孝 逸　 重弘文子

〔(社)日本 家政 学 会

目的　 洗剤中 の螢 光 剤は白物 衣料 吠:’は有効な 働き% するが、 淡色 の色物衣料 では 色あい

を 変化させて 問題を 起こす場 合がある 。こ の原 因や対策に つい て はす でに報 告（ 繊消学 会

5   3 年年次大 会 ）したが 、最 近は きｱ£    り 衣料 の流行な ど新 しい 動向がみ られる定め、 実態

調 査など でそ の現状を 把握し、こ の問 題ｒ 関する 現 時点で の対 応を 考え定 。

方 法　 調査：家 庭洗 濯可能 及市販’衣料の色相ｋ 濃 淡、 組成繊維、注 意 奏示､,などを調査 。

実 験：t   *    り、 淡色衣料 を市 販洗 剤で洗 濯し ■ft. も のについ て 螢光強度測 定 釦よび

視感K. よる 官能検 査を行い 、 変 色 の度合を比 較し 定。

結果　 ○螢 光剤配合 洗 剤を 使用する と綿、 麻、レ ―ヨ ン、 ナイロン-ftど の繊 維Ｋ 螢光剤

が染着 する 。これ ら の繊維の色物 では 最 大吸収波長で の反 射率 が約3    0 %  以上 の色濃度で

視感的に 螢光 剤 に よる変色の判別が 可 能であ り、 き々 り衣料 もこ の領域 に含１ れる 。

○最近 の衣料動向と して 淡色やき 忿 りの衣料が多い ことか ら、洗 剤 中の螢 光剤･によって

影響を 受け る 衣料が増 加し てきてい るとい え る 。

○螢光 剤にX る変色 問 題を減 少さ せるには衣 料や 洗剤 での適切々 注意表 示が必要 で ある

。無 螢光 洗剤 の 使用K. X. り問題の 解消につ 次が る が、螢光 剤が 染着し てい る 衣料 と同浴で

洗濯 する と 移染するので 注意 を要す。

o  変 色を 起 こす衣料 は螢光 剤入 り 液体洗剤を 見 返し 痙ど につけ て色の 変 化をみるこ とに

より、 ほぽ 判澗 できる 。 こ の場合 、紫 外光の多 い 自然 光下でみると判別 し易 い 。

○誤って螢 光剤が 染 着し 定場合、D  M  S  O やD  M  P の水 混合液 で除去可能 であ る 。
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